
使い終わったユニフォームは、自動車の内装に生まれ変わります。

カーボンニュートラル：マテリアルリサイクル

一連の処理終了後に
書面にて完了報告を行います。

CSR
「産業廃棄物」を

適正に処理いただけます。

セキュリティ
社名などの入ったユニフォームが流出し
犯罪などに悪用されることを防ぎます。

環境への配慮
燃やさず、そのまま原材料として
再利用されるため、CO2削減および

省資源化に繋がります。

自動車内装の吸音材などに
活用されます。

自動車製造工場

裁断・反毛工程を経て綿状
にし、自動車内装材に成形
します。

原料化(自動車内装材)

排出業者となるお客様と
「産業廃棄物」の収集運
搬及びその処理を行う会
社との契約になります。

委託契約 締結

日本特殊塗料株式会社
愛知工場

弊社にて、リサイクル対応
ユニフォームの生産・販
売をいたします。

ユニフォーム販売

資源循環に、直接貢献。
サステナビリティ
の高い手法
です

廃ユニフォームを回収し
自動車内装材工場へ搬
送します。

回収・運搬

回収出来る廃ユニフォームは
弊社が納品・販売したものに限ります。

使用済みユニフォームは「洗濯」したものに
限ります。

指定の運搬業者をご利用いただきます。
運搬費はご負担願います。

古衣料 1Kg焼却におけるCO2 発生量 *1
CO2 排出削減量 *2
*1　環境省HP温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度
　　　( 算出方法・排出係数一覧参照https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc)
*2　1台当たりの反毛使用量×古衣料1Kg焼却におけるCO2 発生量

2.20（Kg/1Kg）
9.46（Kg/ 車一台）

目標 12持続可能な消費と生産のパターンを確保する
目標13 気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る

SDGsのゴール「12」と「13」に寄与

使用済みユニフォームを回収し、再び原料の段階まで戻し自動車用内装材として再製
品化するリサイクル事業を行っています。
循環型社会への対応として、企業様のCSR、セキュリティ対策をはじめ、環境への負荷
低減を実現できる一貫したシステムでサポート致します。

使用済みユニフォームを再製品化し
資源循環に直接貢献します

マテリアル リサイクル

環境大臣が認定する業者に限り
産業廃棄物の収集運搬及びその
処理が全国的に行える特例制度
です。

環境省広域認定制度
環境省広域認定 第188号 取得

認定年月日：2010年7月23日
認 定 番 号：188号


